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タングステン(W)にヘリウム(He)プラズマを
照射することにより、試料表面に繊維状のナノ

構造が形成されることが確認されている[1]。こ
の繊維状ナノ構造により試料表面積の増大[2]
と吸光度の増加[3]が報告されており、この特性
の光触媒応用が期待されている。本研究ではW
板に Heプラズマを照射し、ナノ構造を形成さ
せた試料表面に RFスパッタリングを用いて酸
化チタン(TiO2)薄膜を形成させた。そして、常
温下でのエチレンガス分解反応実験を行い、He
プラズマ照射によって形成されたナノ構造が

光触媒活性に及ぼす影響について調査した。
板状Wへの Heプラズマ照射は直線型プラズマ

生成装置 NAGDIS-IIを用いて行った。試料表面温
度は約 1100 K, 入射イオンエネルギーは 65 eV,
プラズマ照射量は約 1025 m-2の条件で試料に He
プラズマを照射しナノ構造を形成させた。TiO2の

薄膜形成にはRFマグネトロンスパッタ装置(島津
製作所、HSR-522)を使用した。ターゲットにはチ
タンを使用し、Arガス 1.0 Pa, 放電電力 100 Wの
条件下で膜厚が 25-100 nmになるように付着させ
た後、試料を大気下で加熱酸化させた。試料の表

面観察は走査型電子顕微鏡(SEM)を使用した。
TiO2光触媒の活性評価はエチレンガス分解を

用いて評価した。エチレンガスの濃度は約 50 ppm
であり、ガスクロマトグラフによって計測した。

光源には 300 Wキセノンランプを使用し、コール
ドミラーを用いて紫外光照射下において実験を

行った。

図 1 にナノ構造W表面に Tiを付着させ、873
Kで 30分大気下で加熱酸化させた試料の SEM像
を示す。スパッタリングおよび加熱を実施した後

も、W表面にの繊維状ナノ構造が維持されている
ことを確認した。図 2 に加熱温度を変えて 30分
間酸化させた試料によるエチレンガスの分解率

を示す。加熱温度を上げることで分解率が増加し、

873 Kで加熱した条件において最もエチレンガス

を分解することを確認した。これは加熱により、

薄膜の結晶性が向上したことに由来すると思わ

れる。また、未照射Wに付着させた試料と比べ、
ナノ構造W上に付着させた薄膜の方が活性が向
上した。これはナノ構造の形成によって表面積が

増加したことが原因と考えられる。

図1．ナノ構造W上に付着させたTiO2 薄膜のSEM像

図 2. エチレン分解の温度依存性
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